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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 1日 (2006.12.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 カ ッ プ 状 に 形 成 さ れ た 複 数 の 収 容 部 と 、 こ れ ら 収 容 部 の 上 部 開 口 周 縁 を 連 結 す る フ ラ ン
ジ 部 と 、 当 該 フ ラ ン ジ 部 に 形 成 さ れ 前 記 収 容 部 を 分 離 す る た め の 分 離 線 と を 備 え た 小 分 け
容 器 で あ っ て 、
　 前 記 フ ラ ン ジ 部 に は 、 前 記 収 容 部 の 開 口 周 縁 に 沿 っ て 並 び 、 前 記 分 離 線 と 交 差 す る 複 数
の 凹 部 又 は 凸 部 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 分 離 線 は 、 前 記 収 容 部 の 開 口 周 縁 に 沿 っ て 前 記 フ ラ ン ジ 部 を 分 断 す る 分 断 部 と 、 当
該 分 断 部 に よ っ て 分 断 さ れ た フ ラ ン ジ 部 を 繋 ぎ 止 め る 複 数 の 接 続 部 と で 構 成 さ れ 、 前 記 分
離 線 に お い て 前 記 凹 部 又 は 凸 部 を 通 過 す る 部 分 は 前 記 断 部 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 、 小
分 け 容 器 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 カ ッ プ 状 に 形 成 さ れ た 複 数
の 収 容 部 と 、 こ れ ら 収 容 部 の 上 部 開 口 周 縁 を 連 結 す る フ ラ ン ジ 部 と 、 当 該 フ ラ ン ジ 部 に 形
成 さ れ 前 記 収 容 部 を 分 離 す る た め の 分 離 線 と を 備 え た 小 分 け 容 器 で あ っ て 、 前 記 フ ラ ン ジ
部 に は 、 前 記 収 容 部 の 開 口 周 縁 に 沿 っ て 並 び 、 前 記 分 離 線 と 交 差 す る 複 数 の 凹 部 又 は 凸 部
が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 分 離 線 は 、 前 記 収 容 部 の 開 口 周 縁 に 沿 っ て 前 記 フ ラ ン ジ を 分 断 す
る 分 断 部 と 、 当 該 分 断 部 に よ っ て 分 断 さ れ た フ ラ ン ジ 部 を 繋 ぎ 止 め る 複 数 の 接 続 部 で 構 成
さ れ 、 前 記 分 離 線 に お い て 前 記 凹 部 又 は 凸 部 を 通 過 す る 部 分 は 前 記 断 部 で 構 成 さ れ て い
る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

分

分



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 フ ラ ン ジ 部 上 で 分 離 線 が 通 過 す る 位 置 に 、 複 数 の 凹 部 又 は 凸 部 が 形
成 さ れ て い る た め 、 こ れ ら 凹 部 又 は 凸 部 に よ っ て フ ラ ン ジ 部 が 撓 ん だ り 折 れ 曲 が っ た り す
る の が 妨 げ ら れ る 。 例 え ば 、 凹 部 を 形 成 す れ ば 、 フ ラ ン ジ 部 が 下 方 へ の 撓 む 際 に 、 分 離 線
が 通 過 す る 凹 部 の 断 面 同 士 が 当 接 し て 撓 み に 抗 す る た め 、 撓 み を 防 止 す る こ と が で き る 。
一 方 、 凸 部 を 形 成 す れ ば 、 同 様 に し て 上 方 へ の 撓 み を 防 止 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、
運 搬 中 の 収 容 物 の 損 傷 や 落 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 分 離 線 の う ち 、 断 部 を
繋 ぎ 止 め る 接 続 部 は 、 凹 部 又 は 凸 部 に は 形 成 さ れ て お ら ず 、 そ れ 以 外 の フ ラ ン ジ 部 に の み
形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 分 離 線 全 体 に 占 め る 接 続 部 の 割 合 が 小 さ く な る た め 、 収 容
部 の 切 り 離 し を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
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